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皆様からのご報告 
お待ちしています！ 

RCM 事務局より  

梅雨入り宣言後も晴天が続き梅雨らしくありませんでしたが、ここにきて梅雨らしい雨天の日が多くなってきました。 

水不足とならないよう一定の降雨は必要ですが、降雨による河川の増水による水際での事故が懸念されます。 

川は危険だという意識を持ち、注意しながら安全に川を楽しんで下さい。            RCM 事務局 松本                 

一部内容を省略させていただいています。 
ご了承ください。 

※頂いた情報は個別に対応・所内情報共有させていただいています。 

鶴見川上流分科会 由良様 
 矢上川でカワセミが飛んでいたので猟場のひとつ、一本橋付近で待ち 
構えていると、予想通りカワセミが魚を獲りにやって来ましたが、なんと 
目の前で獲った魚はアユでした。 
  鶴見川／矢上川にアユが生息している事は以前から色々な団体に 
よって確認されていますが、自分で証拠を見るのはこれが初めてです。 
  ゴミ・濁り・着色・泡等、見た目は水質が良さそうには見えませんが、 
今年もアユが住める程度の水質は保っていることが確認できました。 
  けどそのアユ、カワセミが喰うには大きすぎないか？！ 
 
【ご報告ありがとうございます、 
 所内関係部署で情報共有させていただきました。】

□日時    平成２９年６月１０日（土）１０：００～１６：００ 
□場所    多摩市内、パルテノン多摩 
□内容    多摩川流域の地形からみる ～関戸合戦と関戸の地域性～ 
□参加者   午前の部：約６０名（スタッフ含まず） 
         午後の部：約８０名（スタッフ含まず） 

主に多摩川の沿川に住む小中学生を対象と
して、多摩川と様々な形でふれあうことにより、
多摩川の水質や自然環境、防災等について興
味や関心を深める機会としていただくため、平
成３年から実施している催しです。 

毎回、生きもの観察や川遊び体験など、各行
政・協力団体が様々なテーマで参加型、体験型
の出展を行っております。 

 

開催日時：平成２９年７月２５日（火）・２６日（水）

       午前１０時～午後３時 

開催場所：川崎市高津区二子地先 

         （多摩川河川敷） 

問合せ窓口：京浜河川事務所 

           ＴＥＬ 045-503-4011 

（お問い合わせ時間 9：15～18：00、 

 土日祝日は除く） 

※詳細は京浜河川事務所ＨＰをご覧下さい 

平成 29 年 6 月 1０日（土）多摩市において、第５回多摩川流域歴史セミナーを
開催しました。午前中は多摩市教育委員会３名のガイドによるエクスカーション
ツアー、午後はパルテノン多摩において、多摩市の学芸員 橋場万里子さんに
よるご講演と意見交換によるセミナーを実施しました。 

当日は梅雨入りしたとはいえ気温も高めでしたが、午前中は、多摩市教育委
員会のガイドにより、研究者ならではのあまり知られていないコラム的な話しも
して頂き、楽しく学べました。 

特に、橋場さんの講演では、「関戸」という地名から、太平記等における関戸
合戦（分倍河原の合戦）を紐解くなど、参加者も興味深く、聴き入っていました。

※エクスカーションとは、訪れた場所で、地域の自然や歴史、文化などの専門家に

よるさまざまな学術的内容の解説に耳を傾けながら、参加者も意見を交わし、理

解を深めていく「体験型の見学会」のことです。 


